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6.2 地 盤 定 数 の 算 定

図 6.3 設 計 モ デ ル 図 (1) 

※ 洪 積 第 １ 粘 性 土 層 (Dc1)と 洪 積 第 3粘 性 土 層 (Dc3)は N値 強 度 を 細 分 し 算 定 す る 。  

※ 洪 積 第 1粘 性 土 層 (Dc1)は ， 概 ね N値 ＜ 10を Dc1-1， N値 ≧ 10を Dc1-2に 細 分 す る 。

※ 洪 積 第 3粘 性 土 層 (Dc3)は ， N値 ＜ 30を Dc3-1， 概 ね N値 ≧ 30を Dc3-2に 細 分 す る 。
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図 6.4 設 計 モ デ ル 図 (2) 
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  表 6.6 設 計 用 Ｎ 値 ( N ) 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記  号 Bs Ac As Dc1-1 Dc1-s1 Dc1-s2 Dvs Dc2 Ds Dc3-2 BR

11 10 18 4 16 16 19 16 22 21 36 50 16 40 15 26 33 72

4 6 16 7 17 18 23 23 31 25 50 36 50 17 29 36 72

2 16 7 10 18 17 23 16 17 50 27 50 16 25 37 138

3 7 7 20 20 26 17 23 15 27 50 17 28 50 180

12 12 7 17 21 33 18 22 17 27 15 28 34 200

5 11 14 18 19 25 18 23 26 19 26 27 300

6 3 15 13 15 26 14 23 36 29 32 69

6 9 13 48 25 18 25 37 27 32 69

11 7 14 36 24 18 22 32 36 113

3 15 20 22 17 27 34 30 90

7 14 21 22 17 25 22 31 106

9 23 50 22 14 26 23 36 300

6 23 28 25 18 26 26

13 13 25 23 14 24 50

11 16 28 25 18 42 24

9 15 25 25 18 11 26

8 14 25 26 22 14 28

13 28 24 22 12 27

14 25 32 22 13 28

16 19 15 22 27

個 数 3 9 7 17 5 1 2 6 4 12 12

最 大 Ｎ 値 11 16 18 15 50 36 50 36 50 50 300

最 小 Ｎ 値 2 3 3 3 15 36 50 16 40 27 69

平 均 N 値 5.7 8.3 10.6 8.6 25.6 36.0 50.0 26.5 47.5 34.5 142.4

標 準 偏 差 - - - 3.3 - - - - - 5.7 85.3

設 計 用 Ｎ 値 6 8 11 7 26 36 50 27 48 32 100

7.5

23

Dc3-1

※2BRは換算N 値を示す

Dc1-2

※1赤字は層境界の計算N 値を示す

測
　
定
　
N
　
値

6.8

18

99

50

11

21.2

15

26.3

28

50
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表 6.7 単 位 体 積 重 量 (γ t) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単　　位
体積重量

γｔ

( 回 ) ( kN/m
3 

)

記　号

設計用
Ｎ値

Bs 6

20
表6.1より，
砂質土Ｎ値＞50の値を採用。

Dvs 50

32 19
表6.1より，
粘性土Ｎ値＞30の値を採用。

17
表6.1より，
砂質土Ｎ値＜10の値を採用。

設定根拠

27 18

8

Ds 48 19
表6.1より，
砂質土Ｎ値＝30～50の値を採用。

BR 100 19
②-1式より，
γt=(1.173+0.4×log100)×9.807≒19.3

Dc3-2

18 18
Dc1-1と類似した土質で，
強度増加しているものと推察されることから，
Dc1-1と同様の値を採用。

16
表6.1より，
粘性土Ｎ値＜10の値の最大値を採用。

As 11 18
表6.1より，
砂質土Ｎ値＝10～30の値を採用。

Ac

Dc1-1 7 18
室内土質試験結果より，
γt=1.826×9.807≒17.9

Dc1-s1 26 18
表6.1より，
砂質土Ｎ値＝10～30の値を採用。

Dc1-2

Dc3-1 23 18
Dc1-1と類似した土質で，
強度増加しているものと推察されることから，
Dc1-1と同様の値を採用。

Dc1-s2 36 19
表6.1より，
砂質土Ｎ値＝30～50の値を採用。

Dc2
Dc1-1と類似した土質で，
強度増加しているものと推察されることから，
Dc1-1と同様の値を採用。
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表 6.8 粘  着  力 ( C ) 

 

 

 

 

 

 

 

粘着力
ｃ

( 回 ) ( kN/m2 )

Dc2 27 169
③-1式③-2式より，
c=(12.5×27)/2≒168.8

記　号

設計用
Ｎ値 設定根拠

6 0 砂質土より，c＝0Bs

BR 100 264
③-3式より

c=16.2×1000.606≒263.9

Dc3-2 32 200
③-1式③-2式より，
c=(12.5×32)/2＝200.0

Ac 8 50
③-1式③-2式より，
c=(12.5×8)/2＝50.0

Ds 48 0 砂質土より，c＝0

Dvs 50

18 113
③-1式③-2式より，
c=(12.5×18)/2＝112.5

As 11 0 砂質土より，c＝0

Dc1-1 7 72
土質試験結果と③-1式より
c=(128+163+140)/3/2≒71.8

Dc1-s1 26 0 砂質土より，c＝0

Dc1-2

Dc3-1 23 144
③-1式③-2式より，
c=(12.5×23)/2≒143.8

Dc1-s2 36 0 砂質土より，c＝0

0 砂質土より，c＝0
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表 6.9 内 部 摩 擦 角 (φ ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

内    部
摩 擦 角

φ
( 回 ) （　°）

Dc2 27 0 粘性土より，φ＝0°

設定根拠

④-1式より，
φ＝√15×6+15＝24.4

記　号
設計用
Ｎ値

6 24Bs

21
④-2式より
φ=0.888×Log100+19.3≒21.1

Dc3-2 32 0 粘性土より，φ＝0°

Ds 48 42
④-1式より，
φ＝√15×48+15≒41.8

BR 100

Ac 8 0 粘性土より，φ＝0°

Dvs 50 42
④-1式より，
φ＝√15×50+15≒42.4

Dc1-2 18 0 粘性土より，φ＝0°

As 11 28
④-1式より，
φ＝√15×11+15≒27.8

Dc1-1 7 0 粘性土より，φ＝0°

Dc1-s1 26 35
④-1式より，
φ＝√15×26+15≒34.7

Dc3-1 23 0 粘性土より，φ＝0°

Dc1-s2 36 38
④-1式より，
φ＝√15×36+15≒38.2
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表 6.10 地 盤 反 力 係 数 (α E0) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地盤反力係数

αE0

( 回 ) ( kN/m3 )

⑤-1式より

αＥ0＝2800×18＝50400

⑤-1式より

αＥ0＝2800×6＝16800

⑤-1式より

αＥ0＝2800×50＝140000

⑤-1式より

αＥ0＝2800×27＝75600

Dvs 50 140000

16800

As 11

設定根拠

設計用
Ｎ値

6

記　号

Bs

Dc1-1 7

22400
⑤-1式より

αＥ0＝2800×8＝22400

30800
⑤-1式より

αＥ0＝2800×11＝30800

Ac 8

Dc1-2 18

Dc2 27 75600

Dc1-s1 26 72800

Ds 48 134400

Dc3-1 23 64400

⑤-1式より

αＥ0＝2800×32＝89600

BR 100 255100
⑤-2式より

αＥ0＝4×(27.1×1000.69)×98.1＝255093

Dc3-2 32 89600

⑤-1式より

αＥ0＝2800×23＝64400

7000
土質試験結果と表5.4より

αＥ0＝4×(1850+2620+780)/3≒7000

Dc1-s2 36 100800
⑤-1式より

αＥ0＝2800×36＝100800

⑤-1式より

αＥ0＝2800×26＝72800

50400

⑤-1式より

αＥ0＝2800×48＝134400
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6.3 地 盤 定 数 の 提 案

表 6.11 地 盤 定 数 の 提 案 値

 

 

 

単　　位
体積重量

粘着力
内　　部
摩 擦 角

地盤
反力係数

γｔ ｃ φ αＥ 0

(　回　) ( kN/m3 ) ( kN/m2 ) (　°) ( kN/m3 )

0 38 100800

Dc3-1
洪 積
第 3 粘 性 土 層 1

23 18 144 0 64400

挟 在 砂 質 土 層 2 36 19

Dc1-1
洪 積
第 1 粘 性 土 層 1

7 18

Dc1-2
洪 積
第 1 粘 性 土 層 2

35 72800Dc1-s1 挟 在 砂 質 土 層 1 26 18

50400

28 308000

72 0 7000

As
沖 積
砂 質 土 層

11 18

Ac
沖 積
第 1 粘 性 土 層

8 16

255100

0 42 134400Ds
洪 積
砂 質 土 層

48 19

BR 基 盤 岩 100 19 264 21

19

168000 24

50 0 22400

200 0 89600

記　号

設計用
Ｎ値

6Bs
盛 土
( 砂 質 土 )

Dc3-2
洪 積
第 3 粘 性 土 層 2

32

18

Dc1-s2

50 20 0 42

17

層 区 分

18 113 0

0

140000

169 0 75600Dc2
洪 積
第 2 粘 性 土 層

27 18

Dvs
洪 積 火 山 灰 質
砂 質 土 層
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7.液状化の概略検討

「 建 築 基 礎 構 造 設 計 指 針 」 に 基 づ き 地 盤 の 液 状 化 の 概 略 検 討 を 行 う 。

１．飽 和 砂 質 土 に お い て は ， 地 震 時 に お け る 液 状 化 発 生 の 可 能 性 を 適

切 な 方 法 に よ り 評 価 す る 。

２ ． 液 状 化 の 可 能 性 が 高 い と 判 断 さ れ た 地 盤 に お い て は ， 液 状 化 の 程

度 ， 液 状 化 後 の 地 盤 変 形 ， 変 状 の 程 度 と 地 盤 剛 性 ， 地 盤 反 力 の 低

下 な ど を 適 切 な 方 法 に よ り 評 価 す る 。  

３ ． 液 状 化 の 可 能 性 が 高 い と 判 断 さ れ た 地 盤 に お け る 基 礎 構 造 設 計 の

際 に は ， 液 状 化 に よ る 影 響 を 考 慮 し て 基 礎 形 式 の 選 定 を 行 う と と

も に ， 必 要 に 応 じ て 適 切 な 対 策 を 講 じ る よ う に す る 。  

「 建 築 基 礎 構 造 設 計 指 針  P61」

液 状 化 の 危 険 度 は ， 液 状 化 発 生 に 対 す る 安 全 率 (Ｆ L)に よ り 評 価 す

る 。 各 深 度 に お け る 液 状 化 発 生 に 対 す る 安 全 率 Ｆ L を 求 め ， Ｆ L 値

が １ よ り 大 き く な る 土 層 に つ い て は ， 液 状 化 発 生 の 可 能 性 は 無 い も

の と 判 定 し ， １ 以 下 と な る 場 合 は 可 能 性 が 有 り ， そ の 値 が 小 さ く な

る ほ ど 液 状 化 発 生 危 険 度 が 高 く な る 。 ま た ， Ｆ L の 値 が １ を 切 る 土

層 が 厚 く な る ほ ど 危 険 度 が 高 く な る も の と 判 断 す る 。  

(1)液 状 化 判 定 が 必 要 な 土 層

本 基 準 は 以 下 の 土 層 を 液 状 化 判 定 の 対 象 と す る 。

・ 対 象 深 度 ： GL±0～ － 20ｍ  

・ 粘 土 分 含 有 率 Pc≦ 20％  

・ 細 粒 分 含 有 率 Fc≦ 35％  

(た だ し 35％ ≦ Fcで も Pc≦ 10％ ま た は 塑 性 指 数 Ip≦ 15の 土 層 ) 
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(2)地 震 時 せ ん 断 応 力 比 の 算 定  

等 価 な 繰 返 し せ ん 断 応 力 比 Ｌ を 次 式 で 算 定 す る 。  

    

 

 

γ n=0.1(Ｍ -1) 

γ d=1-0.015z 

こ こ に ，  

Τ d： 水 平 面 に 生 じ る 等 価 な 一 定 繰 返 し せ ん 断 応 力 振 幅 (kN/㎡ ) 

σ ’ ｚ ： 検 討 深 さ に お け る 有 効 土 被 り 圧 (kN/㎡ ) 

γ n： 等 価 な 繰 返 し 回 数 に 関 す る 補 正 係 数  

Ｍ ： 地 震 の マ グ ニ チ ュ ー ド  

α max： 地 表 面 に お け る 設 計 用 水 平 加 速 度 (gal) 

ｇ ： 重 力 加 速 度 (980gal) 

σ ｚ ： 検 討 深 さ に お け る 全 土 被 り 圧 (kN/㎡ ) 

γ d： 地 盤 が 剛 体 で な い こ と に よ る 低 減 係 数  

ｚ ： 地 表 面 か ら の 検 討 深 さ (ｍ ) 

 

建 築 基 礎 構 造 設 計 指 針 で は ， 設 計 水 平 加 速 度 α max に つ い て ，

損 傷 限 界 検 討 用 と し て 150～ 200gal， 終 局 限 界 検 討 用 と し て

350gal を 推 奨 し て い る 。  

ｄ・・ｎ・
ｄ

z

z

gz
L

''
max
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(3)液 状 化 抵 抗 比 の 算 定  

次 式 よ り 補 正 Ｎ 値 Ｎ a を 求 め ， Ｎ a と 液 状 化 抵 抗 比 Ｒ

(=τ l /σ’ ｚ )関 係 図 の せ ん 断 ひ ず み 振 幅 ５ ％ 曲 線 を 用 い て 液 状

化 抵 抗 比 Ｒ を 求 め る 。  

   Ｎ a＝ Ｎ l+Δ Ｎ f 

   Ｎ l＝ Ｃ N×Ｎ  

   Ｃ N＝ z'/10  

こ こ に ，  

Ｎ a： 補 正 Ｎ 値  

Ｎ l： 換 算 Ｎ 値  

Δ Ｎ f： 細 粒 分 含 有 率 に 応 じ た 補 正 Ｎ 値 増 分  

Ｃ N： 換 算 Ｎ 値 係 数 (σ ’ ｚ の 単 位 は kN/㎡ ) 

Ｎ  ： と ん び 法 ま た は 自 由 落 下 に よ る 実 測 Ｎ 値 (た だ し ，

コ ー ン プ ー リ 法 を 用 い た と き は ， ロ ー プ を プ ー リ か ら

外 し て ハ ン マ を 自 由 落 下 さ せ る 努 力 を し た 場 合 ， 1割

程 度 ， 自 由 落 下 の 努 力 を し な か っ た 場 合 ， 2割 程 度 割

り 引 く こ と と す る 。 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1 Ｎ aと τ l/σ ’ ｚ の 関 係     図 7.2 Ｆ ｃ と Δ Ｎ fの 関 係  
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(4)液 状 化 の 判 定  

液 状 化 発 生 に 対 す る 安 全 率 FLを 次 式 で 算 出 す る 。  

 

    

 

 
FL≦ 1.0･･･液 状 化 発 生 の 可 能 性 あ り ， 値 が 小 さ く な る ほ ど 液

状 化 発 生 危 険 度 が 高 い 。  

1.0＜ FL･･･液 状 化 発 生 の 可 能 性 は な い 。  

(5)水 平 地 盤 反 力 係 数 の 低 減  

FL≦ 1.0と な る 地 盤 に 対 し て は ， 杭 基 礎 を 用 い る 場 合 に 水 平

地 盤 反 力 係 数 の 低 減 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 本 指 針 で は FL値 ，

地 表 面 か ら の 深 さ ， 補 正 Ｎ 値 Ｎ aを パ ラ メ ー タ と し て 下 表 に 示 す

低 減 係 数 を 与 え て い る 。  

表 7.1 水 平 地 盤 反 力 係 数 の 低 減 係 数  

 

 

 

 

 

 

 

「 埋 立 て 地 の 液 状 化 対 策 ハ ン ド ブ ッ ク (改 訂 版 )平 成 9年  P368： 沿 岸 開 発 技 術 セ ン タ ー 」  

d

l

z
d

z
l

'

'FL

Na ≦8 8＜Na ≦14 14＜Na≦20 20＜Na

0≦z≦10 0 0.0 0.05 0.1

10＜z≦20 0 0.05 0.1 0.2

0≦z≦10 0 0.05 0.1 0.2

10＜z≦20 0.05 0.1 0.2 0.5

0≦z≦10 0.05 0.1 0.2 0.5

10＜z≦20 0.1 0.2 0.5 1.0

FL ≦0.5

0.5＜FL≦0.75

0.75＜FL≦1.0

地表面からの深さ
 z (m)

液状化発生に対する
安全率FLの値

水平地盤反力係数に乗じる低減係数 γk
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(6)液 状 化 の 検 討 条 件  

① マ グ ニ チ ュ ー ド =7.5Ｍ (中 規 模 地 震 を 想 定 ) 

② 損 傷 限 界 検 討 用  設 計 用 水 平 加 速 度 α max=150･200gal 

③ 終 局 限 界 検 討 用  設 計 用 水 平 加 速 度 α max=350gal 

④ 地 下 水 位 は ， 安 全 側 に GL±0.00mと 設 定 す る 。  

⑤ 液 状 化 検 討 対 象 層 は ， GL-20.0mま で の 盛 土 (砂 質 土 )[Bs]と

沖 積 砂 質 土 層 (As)お よ び 洪 積 第 1粘 性 土 層 (Dc1)の 挟 在 砂 質 土

層 1(Dc1-s1)の 3層 と す る 。  

⑥ 細 粒 分 含 有 率 (Fc)は ， 土 質 試 験 結 果 を 使 用 す る 。  
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(7)液 状 化 の 検 討 結 果  

検 討 結 果 を 以 下 に 示 す 。 な お 計 算 結 果 の 詳 細 は ， 巻 末 の 液 状 化

検 討 結 果 図 の 通 り で あ る 。  

[FL法 ] 

① α max=150galの 場 合  

＜ 盛 土 (砂 質 土 )[Bs]＞  

・ B2-2[計 算 深 度 :1.33m]は ， FL＜ 1.0を 示 す こ と か ら ， 液 状

化 発 生 の 可 能 性 有 り と 判 定 さ れ る 。  

＜ 沖 積 砂 質 土 (As)＞  

・ B2-2[計 算 深 度 :4.23m]は ， FL＜ 1.0を 示 す こ と か ら ， 液 状

化 発 生 の 可 能 性 有 り と 判 定 さ れ る 。  

② α max=200galの 場 合  

＜ 盛 土 (砂 質 土 )[Bs]＞  

・ B1-1[計 算 深 度 :1.30m]と B2-2[計 算 深 度 :1.33m]は ， FL＜

1.0を 示 す こ と か ら ， 液 状 化 発 生 の 可 能 性 有 り と 判 定 さ れ る 。  

＜ 沖 積 砂 質 土 (As)＞  

・ B1-1[ 計 算 深 度 :5.30m] と B1-2[ 計 算 深 度 :3.30m] お よ び

B2-2[計 算 深 度 :4.23m]は ， FL＜ 1.0を 示 す こ と か ら ， 液 状

化 発 生 の 可 能 性 有 り と 判 定 さ れ る 。  

③ α max=350galの 場 合  

＜ 盛 土 (砂 質 土 )[Bs]＞  

・ B1-1[計 算 深 度 :1.30m]と B2-2[計 算 深 度 :1.33m]は ， FL＜

1.0を 示 す こ と か ら ， 液 状 化 発 生 の 可 能 性 有 り と 判 定 さ れ る 。  

＜ 沖 積 砂 質 土 (As)＞  

・ B1-1[ 計 算 深 度 :5.30m] と B1-2[ 計 算 深 度 :3.30m] お よ び

B2-2[計 算 深 度 :4.23m]は ， FL＜ 1.0を 示 す こ と か ら ， 液 状

化 発 生 の 可 能 性 有 り と 判 定 さ れ る 。  
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[PL法 ] 

① α max=150galの 場 合  

・ No.1と B1-1と B1-2と B2-1で 「 低 い 」 と 判 定 さ れ る 。  

・ B2-2で 「 高 い 」 と 判 定 さ れ る 。  

② α max=200galの 場 合  

・ No.1と B1-1と B1-2お よ び B2-1で 「 低 い 」 と 判 定 さ れ る 。  

・ B2-2で 「 高 い 」 と 判 定 さ れ る 。  

③ α max=350galの 場 合  

・ No.1と B2-1で 「 低 い 」 と 判 定 さ れ る 。  

・ B1-1と B1-2お よ び B2-2で 「 高 い 」 と 判 定 さ れ る 。  

各 調 査 地 点 の 計 算 結 果 を ， 次 項 に 示 す 。  
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M7.5
150gal

M7.5
200gal

M7.5
350gal

1.30 3 - - -

2.30 12 - - -

3.30 7 1.320 0.990 0.566

4.23 12 2.943 2.958 1.690

4.38 15 - - -

5.30 16 - - -

6.30 23 - - -

7.30 16 - - -

8.30 17 - - -

9.30 18 - - -

10.30 18 - - -

11.30 14 - - -

12.30 18 - - -

13.30 18 - - -

14.30 17 - - -

15.30 17 - - -

16.30 14 - - -

17.30 18 - - -

18.30 14 - - -

19.30 18 - - -

低い 低い 高い

　　　　　 FL＞1.0　液状化発生の可能性なし

FL

N値

Ac

　　　　　 FL≦1.0　液状化発生の可能性あり

PL法(液状化危険度)

計算
深度

記号

As

Dc1

M7.5
150gal

M7.5
200gal

M7.5
350gal

Bs 1.30 11 40.52 30.39 17.37

Ac 2.30 10 - - -

As 3.30 18 53.63 40.22 22.98

4.30 4 - - -

5.30 7 - - -

6.30 10 - - -

7.30 7 - - -

8.30 7 - - -

9.30 14 - - -

10.30 15 - - -

11.30 9 - - -

12.30 16 - - -

13.30 17 - - -

14.30 18 - - -

15.30 20 - - -

16.30 17 - - -

17.30 18 - - -

18.30 13 - - -

19.30 13 - - -

低い 低い 低い

　　　　　 F L＞1.0　液状化発生の可能性なし

FL

N値

PL法(液状化危険度)

計算
深度

記号

Dc1

　　　　　 F L≦1.0　液状化発生の可能性あり

表 7.2 計 算 結 果 (No.1) 表 7.4 計 算 結 果 (B1-2) 表 7.3 計 算 結 果 (B1-1) 

M7.5
150gal

M7.5
200gal

M7.5
350gal

Bs 1.30 4 1.111 0.833 0.476

2.30 6 - - -

3.30 16 - - -

4.30 16 14.60 10.95 6.256

5.30 7 1.021 0.766 0.438

Dc1 6.30 7 - - -

7.30 21 13.83 10.37 5.928

8.30 25 23.98 17.99 10.28

9.28 60 2822 2117 1209

10.30 36 - - -

11.30 20 - - -

12.30 21 - - -

13.29 60 - - -

14.30 28 - - -

15.30 25 - - -

16.30 28 - - -

17.30 25 - - -

18.30 25 - - -

19.30 28 - - -

低い 低い 高い

　　　　　 FL≦1.0　液状化発生の可能性あり

　　　　　 FL＞1.0　液状化発生の可能性なし

FL

N値

Ac

PL法(液状化危険度)

計算
深度

記号

Dc1

Dc1-s1

As

M7.5
150gal

M7.5
200gal

M7.5
350gal

1.30 5 - - -

2.30 6 - - -

As 3.30 11 5.016 3.762 2.150

4.30 3 - - -

5.30 7 - - -

6.30 9 - - -

7.30 11 - - -

8.30 14 - - -

9.30 12 - - -

10.30 13 - - -

低い 低い 低い

計算
深度

記号

Dc1

　　　　　 FL≦1.0　液状化発生の可能性あり

　　　　　 FL＞1.0　液状化発生の可能性なし

FL

N値

Ac

PL法(液状化危険度)

M7.5
150gal

M7.5
200gal

M7.5
350gal

Bs 1.33 2 0.730 0.548 0.313

2.30 6 - - -

3.30 11 - - -

As 4.23 3 0.718 0.538 0.308

4.38 6 - - -

5.30 13 - - -

6.30 15 4.316 3.237 1.850

7.30 17 5.263 3.948 2.256

8.30 11 - - -

9.30 9 - - -

10.30 8 - - -

高い 高い 高い

計算
深度

記号

Dc1

Dc1-s1

Dc1

　　　　　 FL≦1.0　液状化発生の可能性あり

　　　　　 FL＞1.0　液状化発生の可能性なし

FL

N値

Ac

PL法(液状化危険度)

表 7.5 計 算 結 果 (B2-1) 表 7.6 計 算 結 果 (B2-2) 



77

8.考  察

8.1 地 形 ･地 質 概 要 と 地 盤 構 成 お よ び 堆 積 状 況

① 調 査 地 は ， 近 川 台 地 の 砂 礫 台 地 中 位 面 と 金 谷 沢 砂 丘 地 の 境 界 部 付 近 に 位 置 し ，

第 四 紀 洪 積 世 の 段 丘 堆 積 物 (火 山 灰 質 粘 性 土 )や 田 名 部 層 (シ ル ト )と 新 第 三 紀 鮮

新 世 の 砂 子 又 層 (凝 灰 岩 )で 構 成 さ れ る 。

② 調 査 地 盤 は ， 盛 土 (砂 質 土 )[Bs]， 沖 積 層 (Ac･As)2層 ， 洪 積 層 (Dc1～ 3･Dvs･

Ds)5層 ， 基 盤 岩 (BR)の 合 計 9層 で 構 成 さ れ る 。 ま た 洪 積 第 1粘 性 土 層 (Dc1)は ，

砂 質 土 層 1～ 2(Dc1-s1～ s2)を 狭 在 す る 。 挟 在 砂 質 土 層 1(Dc1-s1)は ， 調 査

地 北 西 側 の B1-1と B2-2， 砂 質 土 層 2(Dc1-s2)が B1-2に 出 現 す る 。

③ 第 四 紀 沖 積 世 は ， N値 =3～ 16を 示 す 粘 性 土 層 (Ac)と N値 =3～ 18を 示 す 砂 質 土

層 (As)が ， 調 査 地 全 体 に 水 平 に 堆 積 す る 。

④ 第 四 紀 洪 積 世 は ， 粘 性 土 層 (Dc1～ 3)が 調 査 地 全 体 に 厚 く 堆 積 す る 。 第 1粘 性 土

層 (Dc1)は ， 全 体 に N値 =3～ 60 ＜ を 示 し ， N 値 強 度 が 概 ね N値 ＜ 10と N 値 ≧

10(Dc1-1～ 2)に 細 分 さ れ る 。 ま た 第 1粘 性 土 層 (Dc1)内 は ， N値 =15～ 60＜

を 示 す 砂 質 土 層 1(Dc1-s1)と N値 =36を 示 す 砂 質 土 層 2(Dc1-s2)が 挟 在 す る 。

第 2粘 性 土 (Dc2)は ， 全 体 に N値 =16～ 36を 示 す 。 第 3粘 性 土 (Dc3)は ， 全 体 に

N値 =15～ 60＜ を 示 し ， N値 が 概 ね N値 ＜ 30と N値 ≧ 30(Dc3-1～ 2)に 細 分 さ

れ る 。 ま た ， 粘 性 土 層 (Dc1 ～ 3) の GL-39.50 ～ 40.90m 以 深 は ， N 値 =51～

60＜ を 示 す 火 山 灰 質 砂 質 土 層 (Dvs)と N値 =40～ 60＜ を 示 す 砂 質 土 層 (Ds)が 挟

在 す る 。 な お ， 火 山 灰 質 砂 質 土 層 (Dvs)と 砂 質 土 層 (Ds)は ， 今 回 調 査 と 既 存 調

査 と も に 出 現 し た こ と か ら ， 土 層 の 連 続 性 が 確 認 さ れ た も の と 判 断 さ れ る 。

⑤ 新 第 三 紀 鮮 新 世 は ， N値 ≧ 60(換 算 N値 =69～ 300)を 示 す 基 盤 岩 (BR)が ， 概 ね

水 平 に 堆 積 す る 。

図 8.1 推 定 地 層 断 面 図 と 留 意 点 (1) H:V=1:3 

表 8.1 地 盤 構 成 と 工 学 的 特 性 お よ び 地 盤 定 数
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